
平成年月日 金曜日 (号外特第号)官 報

（
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
三
十
八
条
の
四

法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
受
給
資
格
者
が
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

難
治
性
疾
患
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

発
達
障
害
者
支
援
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
発
達
障
害
者
（
以
下
「
発

達
障
害
者
」
と
い
う
。）で
あ
る
こ
と
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
障
害
者
で
あ
る
こ
と
。

（
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
災
害
）

第
三
十
八
条
の
五

法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
災
害
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一

激
甚じ
ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）

第
二
条
の
規
定
に
よ
り
激
甚
災
害
と
し
て
政
令
で
指
定
さ
れ
た
災
害

二

災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
に
基
づ
く
救
助
が
行
わ
れ
た
災
害

三

前
号
に
掲
げ
る
災
害
に
準
ず
る
災
害
と
し
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
災
害

（
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
給
付
日
数
の
延
長
の
通
知
）

第
三
十
八
条
の
六

管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
受

給
資
格
者
に
対
し
て
基
本
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
当
該
受
給
資
格
者
に
対
し
て
そ
の
旨
を
知
ら

せ
る
と
と
も
に
、
必
要
な
事
項
を
受
給
資
格
者
証
に
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
中
「
及
び
第
四
項
」
の
下
に
「
、
法
第
二
十
四
条
の
二
第
四
項
」
を
、「
同
条
第
三
項
」

と
」
の
下
に
「
、
法
第
二
十
四
条
の
二
第
四
項
」
を
加
え
る
。

第
八
十
五
条
の
五
第
一
項
中
「
及
び
第
四
項
」
の
下
に
「
、
法
第
二
十
四
条
の
二
第
四
項
」
を
、「
同
条
第
一
項
」

と
」
の
下
に
「
、
法
第
二
十
四
条
の
二
第
四
項
」
を
加
え
る
。

第
百
条
の
二
中
「
修
了
し
た
場
合
」
の
下
に「（
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
期
間
が
経
過
し
た
後
に
当
該
教
育

訓
練
を
開
始
し
た
場
合
に
限
る
。）」
を
加
え
る
。

第
百
条
の
六
中「
利
用
す
る
場
合
」の
下
に「（
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
期
間
が
経
過
し
た
後
に
保
育
等
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
限
る
。）」
を
加
え
る
。

第
百
十
八
条
の
三
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
発
達
障
害
者
支
援
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
二
条
に

規
定
す
る
発
達
障
害
者
（
以
下
「
発
達
障
害
者
」
と
い
う
。）」
を
「
発
達
障
害
者
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
」
の
下
に
「
、
第
三
十
八
条
の
三
第
二
号
」
を
、「
第
三
十
八
条
」

の
下
に
「
、
第
三
十
八
条
の
六
」
を
加
え
る
。

附
則
第
十
五
条
の
五
第
二
項
第
一
号
イ
中「（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）」を
削
る
。

附
則
第
十
八
条
中
「
次
の
と
お
り
」
を
「
第
十
九
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
理
由
に
よ
り
離
職
し
た
者
」に
改
め
、

同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
る
。

〇
文
部
科
学
省
令
第
二
十
六
号

独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
五
十
条
並
び
に
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ

ン
タ
ー
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
六
十
九
号
）
第
六
条
第
二
号
（
附
則
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
附
則
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
並
び
に
第

二
号
、
第
五
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
並
び
に
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

文
部
科
学
大
臣

松
野

博
一

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
五
十
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
七
条
の
見
出
し
中
「
保
育
所
等
」
を
「
法
附
則
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
」
に
改
め
、同
条
中「
附

則
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所
等
及
び
特
定
保
育
事
業
」
を
「
附
則
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
」
に

改
め
る
。附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
平
成
二
十
九
年
度
の
災
害
共
済
給
付
契
約
の
契
約
締
結
期
限
の
特
例
）

２

平
成
二
十
九
年
度
の
災
害
共
済
給
付
契
約
（
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
（
平
成
十
四
年
法

律
第
百
六
十
二
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
専
修
学
校
並
び
に
同
法
附
則
第
八
条
第
一
項
第
二
号
、
第
五
号
及
び
第
六

号
に
掲
げ
る
施
設
の
災
害
共
済
給
付
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
契
約
締
結
期
限
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改

正
後
の
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
新
令
」と
い
う
。）第
二
十
七
条（
新

令
附
則
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）中
「
五
月
三
十
一
日
」
と
あ
る
の
は
、「
七
月
三
十
一
日
」
と
す

る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
四
号

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の

規
定
に
基
づ
き
、
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す

る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
の
三
第
一
項
第
二
号
中
「
四
千
六
百
四
十
円
以
上
一
万
千
七
百
四
十
円
以
下
」
を
「
四
千
九
百
二
十

円
以
上
一
万
二
千
九
十
円
以
下
」
に
、「
四
千
六
百
四
十
円
（
」
を
「
四
千
九
百
二
十
円
（
」
に
、「
一
万
千
七
百
四
十

円
（
」
を
「
一
万
二
千
九
十
円
（
」
に
、「
四
千
六
百
四
十
円
を
」
を
「
四
千
九
百
二
十
円
を
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
一
万
五
百
七
十
円
」
を
「
一
万
八
百
八
十
円
」
に
、「
一
万
千
七
百
四
十
円
」
を
「
一
万
二
千
九
十
円
」
に
改

め
る
。

第
二
十
八
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
最
低
賃
金
日
額
の
算
定
方
法
）

第
二
十
八
条
の
五

法
第
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
最
低
賃
金
日
額
は
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
変
更
さ
れ
た
自
動
変
更
対
象
額
が
適
用
さ
れ
る
年
度
の
四
月
一
日
に
効
力
を
有
す
る
最
低
賃
金
法
（
昭
和
三
十

四
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
別
最
低
賃
金
の
額
に
つ
い
て
、
一
定
の
地
域
ご
と

の
額
を
労
働
者
の
人
数
に
よ
り
加
重
平
均
し
て
算
定
し
た
額
に
二
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
七
で
除
し
て
得
た
額
と

す
る
。

第
三
十
六
条
第
四
号
イ
中「（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）」を
削
る
。

第
三
十
八
条
の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

（
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
三
十
八
条
の
二

法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
第
十
九
条
の
二
第
一
号
に
掲

げ
る
理
由
に
よ
り
離
職
し
た
者
と
す
る
。

（
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
三
十
八
条
の
三

法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
受
給
資
格
者
が
次
の
各
号

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

特
に
誠
実
か
つ
熱
心
に
求
職
活
動
を
行
つ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

所
定
給
付
日
数
に
相
当
す
る
日
数
分
の
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
終
わ
る
日
ま
で
に
職
業
に
就
く
こ
と
が
で
き

る
見
込
み
が
な
く
、
か
つ
、特
に
職
業
指
導
そ
の
他
再
就
職
の
援
助
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二

当
該
受
給
資
格
に
係
る
離
職
後
最
初
に
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
の
申
込
み
を
し
た
日
以
後
、
正
当
な
理
由

が
な
く
、
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
す
る
職
業
に
就
く
こ
と
、
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指
示
し
た
公
共
職
業
訓

練
等
を
受
け
る
こ
と
及
び
公
共
職
業
安
定
所
が
行
う
再
就
職
を
指
導
す
る
た
め
に
必
要
な
職
業
指
導
を
受
け
る

こ
と
を
拒
ん
だ
こ
と
が
な
い
こ
と
。
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